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研究内容 

 

1) 糖尿病性腎症の発症進展機序の解明に関する研究 

糖尿病性腎症（DN）の症進展機序に関する研究として、PKC-MAPK 経路を中心にメカニズムに関連する因子

の研究、さらに電子顕微鏡を用いた腎組織の組織形態学的変化に関する研究として、糖尿病患者の糸球体上皮

細胞(podocyte)の基底膜からの剥離と腎機能とに密接な関係があることを証明するなど、DN の治療に直接寄与す

るテーマを中心に研究を進めています。また、脱落した podocyte を尿バイオマーカーとして応用するなど、DN の発症

進展メカニズムの研究を単なる基礎研究にとどめず、臨床的活用に直結する研究として推進しています。 

 

2) 先進糖尿病治療デバイスを用いた臨床研究 

糖尿病合併症の一次予防・二次予防には、限りなく健常状態に近い血糖値の制御が必要とのアイデアから、先

進糖尿病治療、特に持続血糖測定（CGM）やインスリンポンプ(CSII)の臨床と研究に注力し、臨床上重要な成果

を発信しています。また、慢性腎臓病（CKD）および糖尿病関連腎臓病（DKD）の重症化予防対策は、国家レベル

で推進される予防戦略にも合致しており、これらをテーマに全国規模での臨床研究に取り組んでいます。 
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